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賃借状況が続く第二庁舎

　

虚
３
・　

の
震
災
、
原
発
事
故
は
生

１１

活
の
根
本
を
変
え
た
。
二
本
松
市
長
は

住
民
の
内
部
被
ば
く
検
査
を
し
、
主
権

在
民
で
持
続
可
能
な
未
来
を
築
く
と
宣

言
。
本
市
も
脱
原
発
を
明
確
に
打
ち
出

す
べ
き
。
立
川
で
は
電
力
自
由
化
で
電

気
料
金
が
下
が
り
脱
原
発
に
近
づ
い
た
。

　

市
長　

小
金
井
の
特
性
を
い
か
し
た

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
と
政
策
を
示
す
。

　

総
務
部
長　

今
後
の
技
術
革
新
を
注

視
し
て
研
究
す
る
。

　

許
契
内
部
被
ば
く
量
を
減
ら
す
こ
と

が
重
要
。
給
食
の
放
射
能
測
定
は
。
形

環
境
の
測
定
は
他
自
治
体
を
把
握
し
連

携
を
。

　

学
校
教
育
部
長　

契
小
中
学
校
は
７

月
に
保
護
者
要
望
の
牛
乳
や
野
菜　

品
１４

目
を
市
の
放
射
能
測
定
室
で
測
定
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

契
保
育
園
は
７

月
に　

品
目
を
測
定
。

１５

　

市
長　

形
市
は
独
自
対
応
に
前
向
き

に
取
り
組
む
。

片
山　

薫
（
み
ど
り
・
市
民
）

脱
原
発
自
治
体

脱
原
発
自
治
体
をを

目
指
し
、
給
食

目
指
し
、
給
食
のの

放
射
能
測
定

放
射
能
測
定
をを

　

住
民
投
票
は
重
要
な
シ
ス
テ
ム
だ
が
、

現
段
階
で
の
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
購
入

の
是
非
に
は
活
用
す
べ
き
で
は
な
い
。

市
が
、
Ｕ
Ｒ
に
施
行
依
頼
し
、
市
民
検

討
委
員
会
の
答
申
、
事
務
手
続
、
国
・

都
の
補
助
金
・
交
付
金
、　

億
円
の
資

２６

産
の
投
入
な
ど
の
後
、
竣
工
し
、
一
度

は
議
会
が
購
入
議
決
し
て
い
る
交
流
セ

ン
タ
ー
を
小
金
井
市
が
購
入
し
な
い
と

い
う
選
択
肢
は
あ
り
得
な
い
か
ら
で
あ

る
。
欠
陥
が
解
消
さ
れ
た
ら
、
常
識
に

従
い
市
の
責
任
と
し
て
購
入
す
べ
き
で

あ
る
。
ミ
ス
リ
ー
ド
し
て
市
民
の
誇
り

に
傷
を
付
け
て
は
な
ら
な
い
。

　

市
長　

購
入
の
賛
否
は
分
か
れ
て
い

る
。
訴
訟
の
可
能
性
も
含
め
て
充
分
に

情
報
開
示
し
、
今
後
住
民
投
票
条
例
案

を
上
程
し
た
い
。

■
そ
の
他
に
「
可
燃
ご
み
処
理
問
題
」

「
職
員
給
与
構
造
改
革
、
退
職
金
ア
ッ

プ
条
例
と
市
長
の
団
体
が
決
め
つ
け
た

こ
と
に
つ
い
て
」
を
質
問
し
ま
し
た
。

斎
藤
康
夫
（
市
民
会
議
）

市
民
交
流
セ
ン
タ

市
民
交
流
セ
ン
タ
ーー

の
購
入
に
つ
い

の
購
入
に
つ
い
てて

　

公
的
な
責
任
を
明
確
に
し
た
災
害
対

応
が
求
め
ら
れ
る
が
、
契
広
域
避
難
場

所
で
あ
る
市
内
大
学
と
協
定
を
結
び
連

携
し
な
い
か
、
ま
た
放
射
能
物
質
の
安

全
対
策
を
要
望
し
な
い
か
。
形
備
蓄
倉

庫
の
改
善
が
必
要
で
は
な
い
か
。
径
備

蓄
品
を
１
日
分
か
ら
３
日
分
に
改
訂
し

な
い
か
。
恵
一
時
避
難
所
の
門
扉
の
開

閉
な
ど
分
担
を
明
確
に
し
な
い
か
。
慶

小
金
井
市
の
防
災
計
画
を
改
め
な
い
か
。

　

市
長　

契
協
定
を
結
ぶ
こ
と
は
研
究

に
値
す
る
課
題
で
あ
る
。

　

地
域
安
全
課
長　

契
細
部
に
わ
た
っ

て
調
整
す
る
。
形
か
な
り
の
備
蓄
品
を

準
備
す
る
の
で
検
討
し
た
い
。
径
充
足

率
を
引
き
上
げ
た
い
。
恵
慶
都
は　

月
１１

に
防
災
対
応
指
針
を
取
り
ま
と
め
る
予

定
。
小
金
井
市
と
し
て
も
課
題
を
検
証

し
防
災
対
策
の
強
化
に
努
め
た
い
。

■
こ
の
他
に
、
中
央
線
高
架
下
店
舗
計

画
に
つ
い
て
質
疑
し
ま
し
た
。

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

防
災
計
画
に
つ
い

防
災
計
画
に
つ
い
てて

市
の
見
解
を
問

市
の
見
解
を
問
うう

　

虚
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
地
震
や
津

波
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
し
、
被
災
者
及
び
ご
家
族
の
皆

様
に
心
か
ら
の
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。
契
被
災
地
へ
の
支
援
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
バ
ス
の
提
案
。
形
市
内
災
害
対

策
と
し
て
自
治
会
及
び
自
主
防
災
会
の

組
織
率
を
高
め
る
努
力
を
。
径
家
具
転

倒
防
止
器
具
支
給
の
広
報
は
。

　

地
域
安
全
課
長　

契
北
上
市
に
救
援

物
資
と
職
員
派
遣
し
た
。
今
後
は
大
船

渡
市
を
予
定
。
職
員
の
派
遣
は
、
南
三

陸
町
と
釜
石
市
に
実
施
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
バ
ス
は
支
援
本
部
で
は
か
っ
て
い
く
。

径
市
報
等
を
通
じ
て
周
知
す
る
。

　

広
報
秘
書
課
長　

形
引
き
続
き
ご
相

談
し
て
い
き
た
い
。

　

許
国
旗
掲
揚
、
国
家
斉
唱
へ
の
対
応
。

　

学
校
教
育
部
長　

全
校
で
適
正
実
施
。

　

市
長　

主
権
国
家
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。

　

距
道
徳
教
育
を
大
事
に
。

　

市
長　

心
の
成
長
を
促
し
た
い
。

遠
藤
百
合
子
（
自
民
党
小
金
井
）

災
害
対
策

災
害
対
策
のの

再
確
認
を

再
確
認
を
！！

ス
庁
舎
（
賃
借
庁
舎
）
を
別
目
的
で
借

り
続
け
た
り
、
購
入
し
た

り
し
な
い
と
確
認
し
て
い

い
か
。

　

市
長　

賃
貸
契
約
を
継

続
し
た
り
、
購
入
す
る
と

い
う
考
え
は
な
い
。

　

距
市
長
は
、
稲
葉
市
長

の
多
選
を
批
判
し
て
当
選

し
た
。
自
ら
多
選
自
粛
宣

言
を
し
て
は
ど
う
か
。

　

市
長　

少
し
考
え
て
み

渡
辺
大
三
（
み
ど
り
・
市
民
）

　

虚
ご
み
問
題
に
つ
い
て
。
契
「
稲
葉

方
針
を
基
本
路
線
と
す
る
」
と
言
っ
た

が
、
何
が
稲
葉
方
針
な
の
か
。
形
「
１

年
以
内
に
目
途
を
つ
け
る
」
と
会
見
し

た
が
、
本
年
度
末
か
４
月
く
ら
い
か
。

　

市
長　

契
可
燃
ご
み
の
安
定
的
な
処

理
体
制
に
移
行
す
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ

る
方
策
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
形

現
時
点
で
、
こ
の
時
点
と
申
し
上
げ
る

段
階
で
は
な
い
。

　

許
新
庁
舎
が
確
保
で
き
れ
ば
、
リ
ー

重
要
課
題
に
対
す

重
要
課
題
に
対
す
るる

新
市
長
の
基
本
方
針

新
市
長
の
基
本
方
針
はは

　

虚
福
島
原
発
事
故
は
史
上
初
め
て
の

重
大
事
態
。
日
本
共
産
党
都
議
団
が
都

内　

か
所
で
独
自
に
測
定
し
た
放
射
能

１２８
値
は
都
の
公
表
し
て
い
る
測
定
値
よ
り

上
回
る
場
所
が
多
か
っ
た
。
保
育
園
の

園
庭
・
小
中
学
校
の
校
庭
・
プ
ー
ル
・

公
園
等
の
独
自
の
調
査
を
す
る
べ
き
。

　

環
境
部
長　

大
気
に
つ
い
て
は
法
政

大
イ
オ
ン
ビ
ー
ム
研
究
所
が
測
定
し
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
。
校
庭

の
土
壌
や
学
校
の
プ
ー
ル
は
専
門
機
関

に
委
託
し
て
行
う
。
給
食
は
放
射
能
測

定
器
運
営
連
絡
協
議
会
に
毎
年
依
頼
し

て
き
た
が
、
前
倒
し
で
実
施
す
る
。

　

許
医
学
的
に
正
確
な
放
射
能
の
人
体

に
与
え
る
影
響
と
個
人
の
被
害
防
止
対

策
を
広
報
せ
よ
。

　

福
祉
保
健
部
長　

厚
生
労
働
省
や
東

京
都
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
さ
れ
て

い
る
も
の
と
、
多
摩
府
中
保
健
所
の
相

談
窓
口
を
小
金
井
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
リ
ン
ク
さ
せ
た
。

関
根
優
司
（
日
本
共
産
党
）

福
島
原
発

福
島
原
発
のの

放
射
能
汚
染
対
策

放
射
能
汚
染
対
策
をを市内で大気中放射能測定値を公表し

ている法政大学

は
大
事
。
国
の
新
た
な
胃
が
ん
検
診
の

研
究
を
踏
ま
え
、
市
の
対
応
を
調
査
研

究
し
た
い
。

　

許
災
害
発
生
時
の
緊
急
対
応
を
万
全

に
。
契
二
次
避
難
所
（
福
祉
避
難
所
）

を
拡
充
し
、
早
急
に
指
定
す
べ
き
。
形

緊
急
輸
送
道
路
沿
道
の
建
築
物
の
耐
震

診
断
、
耐
震
改
修
に
補
助
金
を
導
入
し

な
い
か
。

　

地
域
安
全
課
長　

契
福
祉
部
局
と
調

整
し
て
指
定
の
拡
充
に
努
め
た
い
。

　

都
市
整
備
部
長　

形
国
・
東
京
都
の

補
助
を
活
用
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

■
他
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
質
問
。

　

虚
日
本
の
胃
が
ん
に
よ
る
死
亡
者
数

は
年
間
５
万
人
を
越
え
て
い
る
。
最
近

の
研
究
で
、
胃
が
ん
の
原

因
の　

％
は
ピ
ロ
リ
菌
の

９５

感
染
症
で
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
て
き
た
。
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
等
で
周
知
し
、
胃
が

ん
検
診
の
際
に
抗
体
検
査

を
勧
め
な
い
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

知
識

を
市
民
に
知
ら
せ
る
こ
と

渡
辺
ふ
き
子
（
公
明
党
）

ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌

ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌
とと

検
診
で
胃
が
ん

検
診
で
胃
が
ん
のの

撲
滅
撲
滅
をを

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

胃がんの年代別死亡者数と世
界の罹患率


